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1. 教育の墓調は健康にあり

2. 栄養に関する正しい知識を普及する

3. 食生活の改善により国民体位の向上をはかる
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フィンランドの人々と国土

原島炭大教授

炭応大学教授 医学Ni-:!.: J]jf 島 進

僅か 100日と 101:1あまりの ヶ月半は、太陽が沈まない、夜のない「」々が続くので

短い間でしたが、私は最近 す。冬は太陽をみないm1い13だけになるわけです。

にフィンランドに留まり 、

そこでいろいろな人々に会

って話す機会をえま したの

で、その印象を申しあげま

しょう。

北の隣国

フィン ランドはスエーデン、ノールウ ェー、デンマー

ク、アイスランドと北欧5ヶ国の 1つに数えられてい

ます。これらのすべての国の国旗が十字をそれぞれの

色で染めわけているように、文化や生活は互に似かよ

っているところが多いのです。 しかし、また、扱 った

ところがあるのはいうまでもないことです。たとえば、

フィ．ンランド語は他の 4ヶ国語とは秤語学的に全く関

係がありませんし、あとの 4ヶ国語は互に似ていると

ころが多いのですが、それでも 多少は違ってい ます。

今年になって北極経巾航空路が開かれてか らは、ス

カン ヂナビヤ諸国は日本か らいえば、欧洲の北の入口

になりました。この航空路によると、羽田をた って、

アラスカのアンカレージに給油のために 1炭沿陸する

だけで、次ぎの終点はデン マークの泊部コ ペンハーゲ

ンの空港で、羽田からの実際に飛行している時間は30

時nn弱しかいりません。北極をすぎて欧洲にはいると、

まずノールウェーの上空を、それか らス エーデ

ンのうえを僅かに飛んでいるうちに、もうコ ペ

ンハーゲンの都市がみえます。地球上の時差を

利用すると、 金曜日の午前10時に羽田をたつと、

翌日の土1附日 の午前 7時半にはコペンハーゲン

につくので、午後にある会議には十分問に合う

のです。フィンランドの首都ヘルシンキにはこ

のコ ベンハーゲンから飛行機で 2時間半でゆく

ことができます。

フィンランドは北欧のうちでもいちばん北に

ある国といわれています。この国の北の 3分の

1は北極圏のなかにあり、この地方では、夏 2

このような厳酷な気候のために、フ ィンランドの国

民は 400万ばかりに過ぎませんが、その大部分は国の

南部に住んでいます。全国土はわが国よりもすこし狭

いだけで、そこにわが国民の20分の 1にあたる人々が

住んでいるわけです。首都ヘルシンキの人口は40万で、

これがこの国で最大な都市です。

森と湖と岩の国土

氷河時代の逍跡として、国土の基盤とな っているも

のは堅い花i蒟沿であって、その低いところに泄えられ

た水は無数のj'((•かな湖にな っています。土地には、無

限に絞く 森林が被っていて、牧畜と｝裳耕のために、 そ

の一部を開拓せねばなりません。森林の木々の主なも

のは、赤松と 白樺と樅ですが、これらは、この国民の

財旅というべきもので、木材と パルプは主要な輸出物

であり、その価額によ って、 工業狡源を外国か ら`買っ

て、生活必術品を作り、それを国内川とし、また、そ

の一部を輸出して、国の経済の収支をはかっているの

です。この国の気候として永い冬は樹木の生育に不利

ではありますが、短い夏の 3ケ月も 、気温こそ摂氏20

度を超えるのは稀であるとしても、夏の日の日照時nsi
が15時n-11以上もあるのは森林業にと って、われわれが

考えるほど不利ではないよう に思われます。森林から

咲雰戸~~

ヘル シンキ 市内のある小学校の校舎と校庭。（原島教授操彩）
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切りだされた材木は湖の氷が溶けはじめる冬の終りか ままにあるためとはいえ、他のヨー ロッパの国々より

ら夏秋を通じて、湖と自然の川と迎河とを水路として、 も勝っているように思われます。

都市にある木材、 パルプ工場に運ばれるのです。 実に、フ ィンランドの人々は自然の龍児ともいうこ

湖は森林に抱かれているし、また、気候には激変が とができま しょう。そして、この自然が彼等の性格を

ないところから、この国の森林と湖とはi'(f•寂と神秘と つくりあげま した。人に対する寛容と自らへの厳格、

をたたえていて、この自然はこの国土に住む人々の性 外に現われる快活と内にたたえる憂愁、外国人に示す

格に特徴ある彩評を及ぼさずにはおかなか ったわけで 親愛と内気というふうに、二つの相反する性格がみら

す。そして、この国民の心を神秘な までに深 く枡

かにしたのではないかと私は考えるのです。これ

は、芸術の而でよく知ることができ るのであ っ

て、この国民が誇とするシペ リウスの―i"t楽を聡い

た人はすべて気がつくことです。

IJil土の枯盤をつくっ ている花岡岩の堅さは、ま

た、この国の人々の心の底にみられるものです。

フィンラン ド語で、これを SISUといいます。不

利な 自然の気候と戦いなが ら森林を開拓 してきた

忍耐力や12・世紀か らのスエーデン との結合、それ

につゞく 19世紀のロシャによる領有の後に、1917

年の終りに自由と 独立の国になる ことができたの

は、これによるのです。 また、 1940年と 1944年の

両度のソビエ トと の戦争の痛手の恢復やドイ ツ軍によ

って流らされた北部ラップランドの復旧とソピエト領

に編入されたカレリヤ地方から の復帰者の収容などに

ポした刻苦と成功はこの sisu心によるといわれてい

ます。

自然とスポーツヘの熱情

現在のフィンランドとその国民とは新飩の気蓮に満

ちているといってよいでし ょう 。）塗業は急に盛んにな

り、都市は新らしく造られています。ヘルシンキやそ

の他の主要都市の近代化した容貌は、他のヨー ロッパ

の都市とく らべて劣るとこ ろは全く ありません。

そして、人間のつくる文明や文化と 自然とを美 しく

聞和させることを、この国の人々は忘れていません。

人口40万の首都ヘルシンキを歩く と、高培ア パートの

並ぶ住宅街の哀には、森の多い公固があり、市内のド

ライプウエーの片側には悔がみえ、静かな波の彼辺に

は島々が汗んでいる研色にみとれることが多いのです。

こんなに自然を愛 し、しかも 、それを生活のなかに

販りいれているのは、この国の人々が恐ろしい自然と

戦って国民生活を今Hの状態にまで築きあげてきた歴

史により、また、国土の大部分が昔ながらの大自然の

フィンランドの子供 たち 、後にみえる建物は彼等の

すむア バ ー トです。（原島教授撤彩）

れるのは、 自然の忠みと怖れとの両面 をよく知る この

国の人々の性格ということができま しょう。

スポーツを愛好する気質も 、また、自然との戦に耐

える心身をつくりあげなければならないという生活上

の要請によ ってできたものといえま しょう 。1952年の

批界オリンピ ック大会当時の競技場やその他の施設は

今日 もなおこの国の人々のス ポーツのために開放され

ています。長、中距離競走チャンピオンであ ったヌル

ミ氏は今はヘルシンキの繁華街で運動具店 を経営して

いますが、その人気は昔の とおりです。

夏は自然の忠みを うける時です。6,7, 8月は学校の

休暇ですし 、戦業につ く人々も最短 2週間の有給休暇

をとることができます。 この季節は気湿がいちばん高

いので、森林の緑は生々 としているし、湖も水ぬるむ

時です。キャンピングや湖111'1"の宿舎に長い日を楽しみ、

心身の休裕をと る時です。そして、この休脊は限られ

た一部の人々だけに許されたものではなくて、この国

の老若男女を問わず、 すべての人々がこの機会を利用

していることをつけ加えておかねばなり ません。人々

はそのためにlti金 しておくし、また、公共施設もこの

ために準viilされていることは貿讃すべき ことと思われ

ます。
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フ ィ
ン／ ―フ

↑ 森林に抱かれている湖の風屈

（フ ィ ンランドの束部， 機上より）

ン／ ド の 文 化と 自然

→ 
ヘルシンキの子

供 のお城

このお城は小っ

ちゃい赤ちゃん か

ら学甑にいたるま

で 150人の幼い悲

者近を同時に収容

することができま

す。

子供のお城で行

っている保姻養成

の期間は 1ケ年で

す。

1953年までに

2607人の保拇さ

んが脊成されまし

た。

（フィンランド公使節提供）

ヌ
ル
ミ
氏
の
像

（
記
事
参
照
）

↑
長

・
中
距
離
競
争
の
チ

ャ

ン
ピ
オ
ン
で
あ
っ
た

編 集 後 記

← 

〇原島、吉田両先生が海外御視察の旅から厳近お帰りになられたので、特にお願して其の視

察談を御寄稿頂きました。ぉ政で呉色ある本誌を送り出すことができました。両先生に対

し厚く感甜の窓を表します。

〇御殿山、高松両校は此の度栄えある表彩をお受けになりました。両校長先生をお訪ね して、

其の御苦心談をお聴きいたし、心温る思いでした。特に御寄稿をお願した次第です。両先

生に対し深く謝意を表します。

〇フィンランド公使館並に朝日新聞社から ,'i:重なお写頁を拝借いたしました。本社の主張に

深く御共嗚いただいたことを肛く御礼!JI上げます。

〇而極探検越冬隊目の栄投補給用として、本社のビタミンA・D剤が遠いI祖j極まで栄えある

お伴をいたしました。 これは同隊の栄脊食糀部門担当世話役の変応大学医学部原教授の御

推窟に よるものであります。

このことは平素多くの方々の本社に対する彫き御協力の賜ものと深く感副いたし一陪の哀

任を感ずる次第であります。

0米年 4月から食品の目糾嚢がすぺて gで計算することになりますので、その目掛飛を g

で現し て見ま した。僅に一部のものにすぎませんが、少しでも 御参考になれば幸でありま

す。

〇この程国立栄脊研究所で働く婦人逹 300人の弁当について其の栄於価を聞査したところ、

労働力にふさわしい栄脊は全部足り ず、特にビ タミン類はゼロ に近かったという ことです。

日本の女の食生活が、男よりはるかに劣る ことは、指摘 されるべき問眩ではありませんか。

〇文部省では本年 7月行った学校，紆生統計調査の結果、次期国会に学校保健法案の提Ii',を予

定するに至ったということです。だいじな健版教育のため其の実現を期待します。

〇流感には特功薬がないので、治疫のキメ手がなく心配されていますが、ビタミン類特にA

• O剤を摂 って、 からだ自体の抵抗力を強めることが特に望ましいことだと指摘され てい
ます。

皆さんの一層の御健康を祈って止みません。

（和 Ii',)
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米国における肝油使用の現状

河合研究所長 股学博士吉 田 正 信

ニューヨー ク、ロ ックフ ェラ
ーセ ンタ ーに於け る

吉 \ [I~~f 士

（二．`ー ヨークにて本社・西垣艮隆氏拇彩）

米国はピタミン A

の供給源を H本、ノ

ールウェー笠から輸

入した!H油に依存し

ていたので、戦争中

Aの欠乏の苦い経験

を味いました。終戦

後再び日本から大歓

の肝油を購入して今

日に至っています。

近年A合成工業の発

達の彩態をうけて日

木脱JI十油の対米輸出

は減少したとはいえ、

昭和 31年炭 2500トン、金額で 300万ドルに達 してい

ます。

米国で）廿油がどのように用いられているか、今後の

肝油輸出の見通しが如何であろうかといった事を調査

に本年 6月米国へ行ってきましたので、米国のピタミ

ンAに関する状況を紹介することに しまし ょう。

現在の米国のピタミン A生産は 170兆国際単位とい

う大きな屈で、これが医薬品、食品、および飼料の強

化に用いられています。Aの消費屈は 3年前に比して

2倍に増加しています。 日本で使用されている Aの屈

は 5兆単位程度で、米国のA消費誠が如何に多いか

がわかります。

ピタミンAは単独でも用いられていますが、他の

ピタミンと 一所に綜合ピタミン剤として使川される

拭が多く 、多数の製薬会社が多種多様のピタミン剤

を製造して居ます。小児川、妊I産婦）IIといったもの

も販光されています。薬局でもビタミン剤を大きく

坂上げて居り、ピタミン導門の販光店もあります。

また柴品ではなく食品の栄脊補強剤としてピタ ミン

を販売員が家庭訪問して売っているものもあり ます。

米国のピタミン剤には油剤、水溶性製剤、カプセ

ル剤、錠剤等種々のものがありますが最も多いのは

カプセル剤です。 日本では肝油剤はゼリー、ドロップ、

粕衣錠等で、かんでrn~mするものが普通ですが、米国

では丸のみするカプセルが広く 使われてい ます。デ ト

ロイ トにある有名な製柴会社パーク 、デピスの工場を

訪問しました。 1台25万 ドルするというカプセル製造

機械が29台並んで居り、赤、青、黄など10数種の美し

＜附色したカプセルが製造され、 1日に1450万個の生

産能力があるとのことです。

ピタミンの摂坂が普及 して居り、 一般の人々がピタ

ミンに対 し深い関心を持っていることを感じました。

乳幼児に肝油を与えることは殆どの家庭の＇常識とな っ

ているそうです。最近牛乳等に滴下して与えるピタミ

ン濃度の佑iい製剤がつくられてい ます。

近米栄裕上 1・,;j血圧、動脈硬化と関聯して肥満症が問

｝姐とな っています。米国では全人口の15%が標準より

休重が多く、納的な体重過多であ って一種の栄捉障害

と見ることが出来るといわれています。 ニューヨーク

に健康食品の販必店が 2ケ所あ って繁昌 しています。

カロリーを低めた食品、食塩のない食品、ピタミン類

等を扱って居り均衡の とれた食生活を勧めています。

日本では白米食偏重のため含水炭素の摂り過ぎとピタ

ミン類の不足が問題となって居り、束北地方の米作地

帯の高血圧息者、脳溢血の多いことと、ピタミン摂取

の関係が研究されています。動脈硬化、 高血圧等老人

児童が通学の住復に友達の交通整理をしているところ

（シァ卜 ,iにて本社西垣長隆氏禄杉）

5



病は遠く年少時代からの栄養欠陥に由来するといわれ、

健全な身体を築き上げるため均衡のとれた栄投が大切

であります。国民栄養調査に よると日本人のビタミン

摂販は調理による破壊を考廊に入れると A60%、B1

45%、B255%、C25% も不足しています。かかる現

状から米国以上にビタミン補給を重要視せねばなりま

せん。

米国のヒタミ ン界で最近の注目すべきことはヒタミ

ンAの合成事業のすばらしい発展であります。もとも

と米国では肝油資源に乏しく、この対策としてAの合

成の工業化に力を注いだのは当然のことといえます。

今次大戦中スイス、米国等で研究されていたAの合成

が昭和21年完成され、米国が巨額の資金を投入して、

その工業化に努力して、昭和25年頃から合成Aが供給

されるに至りました。初めの頃 100万単位につき36セ

ントであったものが昭和30年には10セントに値下げ

されて優に天然）H油と競争し得るようになり， 急速

に販路が拡大されました。

合成ヒタミン Aの主原料は南方で得られるレモ

ン ・グラス油から製したヨノーンで、これから出発

して化学的にAを製造するもので、現在米国で 4つ

の会社がA合成を行って居り生産凪は年に 100兆国

際単位に達しています。従米肝油を原料としていた

医薬品の面で90%までが合成品で置き換えられ、ま

たマーガリンには 1ポンド当り 15000単位のA を強

化していますが、数年前から）If油の代りに合成Aを

この目的に用いるようになりました。 日本産）Fl油は

合成品によって著しい圧迫をうけている訳です。これ

は魚油臭のないこと、 一定した品質のものが必要な時

に直ぐ手に入ること等の理由によるものであります。

今日日本から輸入される）l干油は何に使用されるかとい

うと大部分が家畜特に難の飼料のA強化川に向けられ

ています。米国の配合飼料工業は重要産業の一つで、

殊に近年はピタミン類、鉱物質、アミノ酸等の微撒成

分の配合に著しい進歩を示しています。この点動物の

方が人間よりも栄脊完全な食物を摂っているような状

況です。この飼料へAを配合するのに肝油が用いられ

ています。 Aの添加により発育が良好で丈夫になり、

維の産卵に好影特を与えることが多くの実験で確認さ

れています。

ピタミン Aは酸化によ って破壊され易いので、飼料

に配合した場合Aが安定に保持されることが第一に大

切な事であり ます。この目的にAをゼラチン等でくる

んで空気から遮断した粉末状のものが近年飼料の面に

進出して米ました。

日本でも漸く昨年から配合飼料にAの添加が広く行

なわれるようになりました。 日本人の栄森改善に動物

蛋白のI曽産は大切な事で、この力面のm油の役割も重

大といわねばなりま せん。今 I―=1日本人のヒタミン A摂

販植が極めて少ないことは一般に認識されています。

如何にしてこの欠陥を足正するかは保健上-i1i殷'.IIH題で

各方面で対策が検討されています。

日本は世界で最も俊秀な肝油の生）2代国であって、日

本近悔で獲られる魚Ill油は外国）産のものに比して逝か

に多鼠のAを含んでいます。既に記したように米、欧

州、ア ジャの諸国へAの星で 100兆国際単位に逹する

在郷軍人の行進を見物する黒人の夫婦、国旗の通

る度に夫婦が挙手の礼をしている

（シカゴにて本社西坦長1降氏撮彩）

大屈の輸出をしています。Aの合成事業は種々の制約

があ って日本では困難であるので、忠まれた）lf油を利

用することが最良の対策であります。これに二つの方

法があります。一つはヒタミン製剤、他はヒタミンA

強化食品です。A強化食品としては既に粉乳、人造パ

ター等に実施されて居り、更に味噌、ソーセーヂ咎の

水産加工品、進んではパンヘの強化の研究が行われて

居ます。食品強化川の安定な粉末状の）ff油も 製造され

ています。これ等の目的に適合した高濃疫のピタミン

A濃縮物製造も数年前から進められ、fr.,油臭のない味

のよいものが生光されるに至りました。更に品質良好

のものが安価に製造出米るよう ー屈の研究が必要であ

ります。かくして合成Aに対抗し得、且つ一般日本人

の保健のため大きく寄与することが出来ると考えます。
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3年度健康優良学校として東京都教育委員会より表彰された両小学校

健康優良学校としての表彰をうけて

本校は昭和 3年の創立であるが開校当時から今日までほぼ

児蛮数が固定しているのが特色で、現在12学級のこじんまり

した学校である 。戦災にも遭遇し、主たる校舎は焼け残った

が今は危険校舎一歩前とい ったところである 。 さて本校が終

戦後健康教育について特に深い 1月心をもち始めたのは今から

およそ 6年前で、昭和27年に学校保健委員会を創設し、続い

て健康教育のカリキュラムを設定するなど健康教育の推進に

必要な態勢が一応整えられ、それ以来学校保健委員会を中核

として保健活動が漸次活淡にな ってき た。即ち健康管理なら

びに健康指森の面が次ぎ次ぎと具休化され、昭和29年度には

健康教育の効果を あげるには如何にすべきかについて公開の

研究授業も行なわ

れたのである 。

健康管理につい

てはまず定期の身

体検査およびレン

l、ゲン検杏の回数

を年 3回とし 、健

康観察、検便など

を励行して胸部疾

患の早期発見、 ト

ラホーム、褐歯、

寄生虫等の撲滅に

手をいつもきれ いに洗 っている

児常たち （後l••l の尤iii沸校長、 1.-:杉木

保健主市）

力を尽し、蝙虫については遂に完全駆除に成功して当時あま

木校経営と健康教育

教育基本法の第一条にうたわれ

ているように、 自主的粘神にみち

た心身 ともに健康な国民の育成こ

そ、人Ilk]教育の基本的な目標であ

って 、あ らゆる教育活動の場に於

て特に重祝され、常に強い配應が

なされなければならない問題であ

る。然るに梢々もすると 、親も教

師も 、教科の成紹により多く 心 を

関口校長 とらわれて 、人問教育のこの根基

を忽せにしがちであることは真 に逍憾である 。本校に於ては

深くこの点に思いをいたし、健康教育の基本的な目標として

坂り上げているのは、大要次の五点である。自 分の生命に対

する雌厳性の自党と 、健康、安全の保持増進をめざして 、

(I) 自分の健康を保持し増進するために必要な 、基本的な

習慨、態度、知識、技能 を身につけること 。

(2) 病気を予防するために必要な習恨、態度、知識、技能

を身につけること。

(3) 日常の安全生活に必要な習慣、態度、知識、技能 を身

につけること 。

(4) 自分の心身の成長と 、他康についての関心 と理解をた

かめること。

(5) 家族や社会の人々の健康増進に寄与し 、協力す る習慣、

態度を身 につける こと 。

然してこの目標に徹した健康教育を 、学校全休に、又地域に、

更には個々 の児堂の生活に滲透せしめることは、 1,2の熱心

な教師の力や従設教諭や、学校医の努力のみでよく成し得る

束京都品川区立御殿山小学校長菅井証松

り前例を聞かないこととして各方

面から多大の注目を惹いたのであ

る。 また指森の而に於いても小学

校の健康教育がそのねらいとする

ところは主として健康維持に欠く

べからざる習伯形成にあるとの建

て前のもとに昭和27年度から II寺問

を特設し、教科外活動の時間の一

部を健康指祁の時間にあて 、特に

手洗いの励行に努め、さらに健康

に対する児甑の自党を 促す手段と

して各自に健康手帖を用いさせて 菅井校長

指森することとした。 また毎月「保健ニュース」を発行して

保護者の啓蒙に当り家庭の協力方を要請したのである 。斯 <

て漸く学校の慈図している成果を見るに至り、昭和30年には

束京都教育委員会から学校保健委員会としても表彰され、今

回また重ねて健康俊良学校として表彰をうけるに至ったので

ある 。

おおよそ教育については一朝にしてその効果を見ることは

困難である 。本校の健康教育に於いても保健主事のなみなみ

ならぬ苦労のあったことはもちろんで、そ の問保健所の協力、

殊に駆虫に対しては一個人として投助をいただいた長野博士

の蔭の力に侯つ こと 多大であったことを 附記してこ の秘を結

ぶ次第である 。

＾＾＾～ッ~へへへへ＾＾へ＾＾｀ヘへ＾ヘヘ~、ー

束京都股島区立翡松小学校長閃口理 三 郎

ところでない。何としても、全戟員、地域関係者全員が、真

に一休とな って、校の内外によき環境と、よき雰囲気をつく

り、 その中で健康についての関心 を高め、健康生活 につい て

の理解を 与えて 、自主的に自分の健康を増進し、安全を保持

するように祁くことが肝要である 。

この仕事を強力に推進するため、本校においては、学校経

営上今年度は特に次の点に一段の努力を試みつつある 。

(1) 全教師が健康教育についての研究と活動を分担するた

め、全員が三つの分科会の何れかに属し、大体鉗週分科

会を 、箱月全休会を持ち 、統一性のある研究と実践を進

めている 。

(2) 各種保健委員会の問阻点を反省し一段とその強化を図

る。

(3) 健康観察、健康相談の研究を深め、一層その実紹のあが

るようにつとめる 。

(4) 学校環楼整備のため、児甑、教師、父兄が一休となり 、

時々共同作業等を行う 。

誡題を討議している児甑保健委員会

(5) 学校と家庭、

地域との連絡を

一段と緊密に す

るため、健康 I

ート、健康日 記

の活用 、健康ニ

ュースの発刊を

図ると共に、班

別親子会を強化

する 。
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明治44年現本社会 ・k薬学怖士河合祖太郎が !If 油の安定な固形乳剤製造法を発明し 、 「l ・ 炎 ・ 米 • 仏 ・品の特許を得て本J:]11こ
於ける最初の肝油製剤として）n祉lドロ ソプの製造発光が開始された。

大正12年束京本所緑町に工場を設立、）II祉Iのピタミン沿縮法を発明、新に沿／肛)ff油、ピ クミン Ill祉1球の製造を行う 。
昭和 7年アルカリ消化 法による肝油製造法を発明 、内外諸1且の特許を得、束京向 島、北悔道1函節、朝絆釜 山、 樺太）＜泊に製

油工場を設立。

昭和 7 年より学窟 • 生徒の健康附進の目 的 を以て学校）ll/11祉lドロ・ノプの製造を 開 始。 その 1普及に努も。
昭和14年束京中野 区住吉町に本社 ・工場 ・/iJf究所設立。

昭和20年戦災を澁り、現在の野方町に本社 ・工場 ・昭和通に/iJf究所を復典。

昭和30年束京板橋 に分子蒸溜 ・分解・ 枯製工 場並に/iJf究部を新設。

最近更にピタミン安定化家畜飼料強化/fl]の/iJf究 製造を 開始。

本社の製品

カワイ肝油ド ロ ッブ

食品添加剤アドリッチ

飼料強化剤ピタード

カワイ 綜合肝油ドロッブ

カワイカルシウム 錠

ビタミンA{アセテート
バルミテー ト

河合製薬株式会社
束京都中野区野方町 2-11 7 1 

池話中野 (38) 0 4 4 3-0 4 4 5 

粉末肝油アドペリン

カワイ駆虫錠

輸出 ピ 夕 ン油

合研究所

都中 野 区昭和通 2-23

刃t 吋((36) 3 7 4 6 • 5 8 9 1 
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